
評価の視点 評価項目 評価内容 評点

　

10

～

　

0

　

(2)

0

4

3

2

1

0.5

0

-2

1

0.75

0.5

0.25

0

1

0.75

0.5

0.25

上記以外 0

1

0

0.50

各団体の推奨単位の１／２以上 推奨単位未満の取得 0.25

0

1

0

【県外企業が入札参加する場合（特定JV代
表者が県外企業の場合を含む）】

石川県内に主たる営業所が有る

3

－ 2

－ 1

0

1

0

0

不正行為 談合等に関する指名停止 －2

（留意事項）

　　　・「主たる営業所」とは、建設業許可に係る主たる営業所をいう。

　　　・特定JV工事については、代表者により評価した上で、特定JV構成員補正を別紙７-８により行う。

　　　・「県内企業」とは主たる営業所が県内、「県外企業」は主たる営業所が県外にあるものをいう。

　　　ただし、県内に当該業種に係る自社製造工場を有する「県外企業（舗装、橋梁等）」は「県内企業」とみなす。

　　　・上記表の（注）については次のとおり。

　　（注１）単体または特定JV代表者の石川県内での工事実績（CORINSに登録可能な発注者での実績）で評価する。

　　（注３）単体または特定JV代表者が県外業者の場合、石川県を管轄する営業所における取得の有無で評価する。

総合評価方式の評価項目及び評価点（簡易型（Ⅰ）：技術提案を求めるもの）　土地改良事業（土木一式工事に限る）
評価基準

現場状況等を踏まえた課題への対応が的確であり、一般的な項目の記載並びに工夫があるものを中位に評
価

低位と中位の中間であるものをやや低位に

課題を理解した対応だが、工夫がみられないものを低位に評価

企業の技術力

      同種工事の実績
（特に技術力を要する工事に適用）

過去１５年間の同種工事の実績の
有無（注１）

石川県内での同種工事の実績有り

上記以外

工事成績

石川県農林水産部、土木部におい
て、工事成績評定要領に基づき評
定を行った工事の過去３年間（１月
～１２月）の当該業種の全工事成
績評定点の平均点(注２）

８０点以上

７８点以上８０点未満

７５点以上７８点未満

７０点以上７５点未満

６５点以上７０点未満

実績なし

６５点未満

優良工事
石川県発注工事の過去２年間に受
けた優良工事表彰の有無（当該業
種（【具体的に記述】に限る）

知事表彰１回以上または部長表彰２回以上

部長表彰１回かつ所長表彰１回以上

部長表彰１回または所長表彰２回以上

所長表彰１回

上記以外

ＩＳＯ認証等
（注３）

ＩＳＯ認証等の取り組み状況

ＩＳＯ９００１、ＩＳＯ１４００１の両方を取得

ISO９００１に加え、いしかわ事業者版環境ISO、エコアクション２１のいずれかを取得

ＩＳＯ９００１、ＩＳＯ１４００１のいずれかを取得

いしかわ事業者版環境ISO、エコアクション２１のいずれかを取得

配置予定技術
者の技術力

同種工事の実績
過去１５年間の同種工事の実績の
有無

同種工事の実績有り

上記以外

ＣＰＤ（継続学習）
前年度のＣＰＤ（継続学習）の
取組状況

各団体の推奨単位以上の取得

上記以外

上記以外

地域精通度　（主たる営業所の所在地かつ農林水産部発注の工事施
工実績）

【県内企業のみが入札参加する場合（特定JV代表者が県内企業
の場合を含む）】
当該工事が存する旧市町村管内に主たる営業所があり、かつ旧
市町村管内で工事施工実績(過去１５年間)がある者。

当該工事が存する旧土木事務所管内に主たる営業所があり、か
つ旧土木事務所管内で工事施工実績(過去１５年間)がある者。

当該工事が存する土木総合事務所管内に主たる営業所があり、
かつ土木総合事務所管内で工事施工実績(過去１５年間)がある
者。

上記以外

農林業への貢献

農林への貢献有り

上記以外

施工体制評価
品質確保の実効性

施工体制確保の確実性

・工事の品質確保のための適切な施工体制が十分確保され、設計図書等に記載された要求要件を確実に
　実現できると認められる場合
・工事の品質確保のための施工体制のほか、必要な人員及び材料が確保されていることなどにより、
　適切な施工体制が十分確保され、設計図書等に記載された要求要件を確実に実現できると認められる場合

地域貢献度

災害活動 災害体制の有無
災害活動の応急工事実施体制が整っている者

　　（注２）単体または特定JV代表者が県外業者で石川県発注工事の受注実績がない場合は、北陸地方整備局発注工事（空港、港湾を除く）　または北陸農政局
　　　　　の当該業種の過去３年間の平均点【当該年８月までは北陸地方整備局の前年データが公表されないため過去２年間とする】
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上記以外

平成２２年７月２８日以降に競売入札妨害罪、談合罪または独占禁止法違反に関する指名停止措置を受けた者のうち、技術資料提出期限の翌日
時点で指名停止の終期の翌日から起算して６ケ月を経過していない場合

加算点の合計①  　　　　技術提案１０点＋技術力１２．５（１４．５）点＋施工体制３０点＝５２．５（５４．５）点

JV構成員補正点②　　　Σ｛各構成員補正点（５～０点)×各構成員の出資比率｝

JV評価点（①＋②）

技術提案
施工上の課題にかかわる技術提
案

発注者が指定した施工上の課題に
対する対応等を評価
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
施工上の課題は１～２項目程度と
し、項目別最大点の合計を10点と
する。

現場状況等を踏まえた課題への対応が的確であり、重要な項目が記載され独自の工夫がみられるものを優
位に評価

優位と中位の中間であるものをやや優位に

 

課題を理解していないものを0点に評価

様式1-1 別紙(2)様式7-2



評価の視点 評価項目 評価内容 評点

　

10

～

　

 0

　

(2)

0

4

3

2

1

0.5

0

-2

1

0.75

0.5

0.25

0

1

0.75

0.5

0.25

上記以外 0

1

0

0.50

各団体の推奨単位の１／２以上 推奨単位未満の取得 0.25

0

1

0

【県外企業が入札参加する場合（特定JV代
表者が県外企業の場合を含む）】

石川県内に主たる営業所が有る

3

－ 2

－ 1

0

1

0

0

不正行為 談合等に関する指名停止 －2

（留意事項）

　　　・「主たる営業所」とは、建設業許可に係る主たる営業所をいう。

　　　・特定JV工事については、代表者により評価した上で、特定JV構成員補正を別紙７-８により行う。

　　　・「県内企業」とは主たる営業所が県内、「県外企業」は主たる営業所が県外にあるものをいう。

　　　ただし、県内に当該業種に係る自社製造工場を有する「県外企業（舗装、橋梁等）」は「県内企業」とみなす。

　　　・上記表の（注）については次のとおり。

　　（注１）単体または特定JV代表者の石川県内での工事実績（CORINSに登録可能な発注者での実績）で評価する。

　　（注３）単体または特定JV代表者が県外業者の場合、石川県を管轄する営業所における取得の有無で評価する。

総合評価方式の評価項目及び評価点（簡易型（Ⅰ）：技術提案を求めるもの）　土地改良事業（土木一式工事を除く）、森林土木事業

評価基準

企業の技術力

同種工事の実績
（特に技術力を要する工事に適用）

過去１５年間の同種工事の実績の
有無（注１）

石川県内での同種工事の実績有り

上記以外

工事成績

石川県農林水産部、土木部におい
て、工事成績評定要領に基づき評
定を行った工事の過去３年間（１月
～１２月）の当該業種の全工事成
績評定点の平均点(注２）

８０点以上

７８点以上８０点未満

７５点以上７８点未満

７０点以上７５点未満

６５点以上７０点未満

実績なし

６５点未満

優良工事
石川県発注工事の過去２年間に受
けた優良工事表彰の有無（当該業
種（【具体的に記述】に限る）

知事表彰１回以上または部長表彰２回以上

部長表彰１回かつ所長表彰１回以上

部長表彰１回または所長表彰２回以上

所長表彰１回

上記以外

ＩＳＯ認証等
（注３）

ＩＳＯ認証等の取り組み状況

ＩＳＯ９００１、ＩＳＯ１４００１の両方を取得

ISO９００１に加え、いしかわ事業者版環境ISO、エコアクション２１のいずれかを取得

ＩＳＯ９００１、ＩＳＯ１４００１のいずれかを取得

いしかわ事業者版環境ISO、エコアクション２１のいずれかを取得

配置予定技術
者の技術力

同種工事の実績
過去１５年間の同種工事の実績の
有無

同種工事の実績有り

上記以外

ＣＰＤ（継続学習）
前年度のＣＰＤ（継続学習）の
取組状況

各団体の推奨単位以上の取得

上記以外

災害活動の応急工事実施体制が整っている者

上記以外

　　　　　　　地域精通度　（農林水産部発注の工事施工実績）

【県内企業のみが入札参加する場合（特定JV代表者が県内企業
の場合を含む）】

旧市町村管内で工事施工実績(過去１５年間)。

旧土木事務所管内で工事施工実績(過去１５年間)。

土木総合事務所管内で工事施工実績(過去１５年間)。

上記以外

JV評価点（①＋②）

農林業への貢献
農林業への貢献有り

上記以外

施工体制評価
品質確保の実効性

施工体制確保の確実性

・工事の品質確保のための適切な施工体制が十分確保され、設計図書等に記載された要求要件を確実に
　実現できると認められる場合
・工事の品質確保のための施工体制のほか、必要な人員及び材料が確保されていることなどにより、
　適切な施工体制が十分確保され、設計図書等に記載された要求要件を確実に実現できると認められる場合

地域貢献度

災害活動等 災害等体制の有無

　　（注２）単体または特定JV代表者が県外業者で石川県発注工事の受注実績がない場合は、北陸地方整備局発注工事（空港、港湾を除く）　または北陸農政局
　　　　　の当該業種の過去３年間の平均点【当該年８月までは北陸地方整備局の前年データが公表されないため過去２年間とする】
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上記以外

平成２２年７月２８日以降に競売入札妨害罪、談合罪または独占禁止法違反に関する指名停止措置を受けた者のうち、技術資料提出期限の翌日
時点で指名停止の終期の翌日から起算して６ケ月を経過していない場合

加算点の合計①  　　　　技術提案１０点＋技術力１２．５（１４．５）点＋施工体制３０点＝５２．５（５４．５）点

JV構成員補正点②　　　Σ｛各構成員補正点（５～０点)×各構成員の出資比率｝

技術提案
施工上の課題にかかわる技術提
案

発注者が指定した施工上の課題に
対する対応等を評価
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
施工上の課題は１～２項目程度と
し、項目別最大点の合計を10点と
する。

現場状況等を踏まえた課題への対応が的確であり、重要な項目が記載され独自の工夫がみられるものを優
位に評価

優位と中位の中間であるものをやや優位に

現場状況等を踏まえた課題への対応が的確であり、一般的な項目の記載並びに工夫があるものを中位に評
価

低位と中位の中間であるものをやや低位に

課題を理解した対応だが、工夫がみられないものを低位に評価

課題を理解していないものを0点に評価

様式1-1 別紙(2)様式7-2



評価の視点 評価項目 評価内容 評点

　

10

～

　

0

　

(2)

0

4

3

2

1

0.5

0

-2

1

0.75

0.5

0.25

0

1

0.75

0.5

0.25

上記以外 0

1

0

0.50

各団体の推奨単位の１／２以上 推奨単位未満の取得 0.25

0

2

1

0

【県外企業が入札参加する場合（特定JV代
表者が県外企業の場合を含む）】

石川県内に主たる営業所が有る

3

－ 2

－ 1

0

0

不正行為 談合等に関する指名停止 －2

（留意事項）

　　　・「主たる営業所」とは、建設業許可に係る主たる営業所をいう。

　　　・特定JV工事については、代表者により評価した上で、特定JV構成員補正を別紙７-８により行う。

　　　・「県内企業」とは主たる営業所が県内、「県外企業」は主たる営業所が県外にあるものをいう。

　　　ただし、県内に当該業種に係る自社製造工場を有する「県外企業（舗装、橋梁等）」は「県内企業」とみなす。

　　　・上記表の（注）については次のとおり。

　　（注１）単体または特定JV代表者の石川県内での工事実績（CORINSに登録可能な発注者での実績）で評価する。

　　（注３）単体または特定JV代表者が県外業者の場合、石川県を管轄する営業所における取得の有無で評価する。

総合評価方式の評価項目及び評価点（簡易型（Ⅰ）：技術提案を求めるもの）      漁場事業

評価基準

課題を理解していないものを0点に評価

企業の技術力

同種工事の実績
（特に技術力を要する工事に適用）

過去１５年間の同種工事の実績の
有無（注１）

石川県内での同種工事の実績有り

上記以外

工事成績

石川県農林水産部、土木部におい
て、工事成績評定要領に基づき評
定を行った工事の過去３年間（１月
～１２月）の当該業種の全工事成
績評定点の平均点(注２）

８０点以上

７８点以上８０点未満

７５点以上７８点未満

７０点以上７５点未満

６５点以上７０点未満

実績なし

６５点未満

優良工事
石川県発注工事の過去２年間に受
けた優良工事表彰の有無（当該業
種（【具体的に記述】に限る）

知事表彰１回以上または部長表彰２回以上

部長表彰１回かつ所長表彰１回以上

部長表彰１回または所長表彰２回以上

所長表彰１回

上記以外

ＩＳＯ認証等
（注３）

ＩＳＯ認証等の取り組み状況

ＩＳＯ９００１、ＩＳＯ１４００１の両方を取得

ISO９００１に加え、いしかわ事業者版環境ISO、エコアクション２１のいずれかを取得

ＩＳＯ９００１、ＩＳＯ１４００１のいずれかを取得

いしかわ事業者版環境ISO、エコアクション２１のいずれかを取得

配置予定技術
者の技術力

同種工事の実績
過去１５年間の同種工事の実績の
有無

同種工事の実績有り

上記以外

ＣＰＤ（継続学習）
前年度のＣＰＤ（継続学習）の
取組状況

各団体の推奨単位以上の取得

上記以外

上記以外

　　　　　　　地域精通度　（農林水産部発注の工事施工実績）

【県内企業のみが入札参加する場合（特定JV代表者が県内企業
の場合を含む）】

旧市町村管内で工事施工実績(過去１５年間)。

旧土木事務所管内で工事施工実績(過去１５年間)。

土木総合事務所管内で工事施工実績(過去１５年間)。

上記以外

施工体制評価
品質確保の実効性

施工体制確保の確実性

・工事の品質確保のための適切な施工体制が十分確保され、設計図書等に記載された要求要件を確実に
　実現できると認められる場合
・工事の品質確保のための施工体制のほか、必要な人員及び材料が確保されていることなどにより、
　適切な施工体制が十分確保され、設計図書等に記載された要求要件を確実に実現できると認められる場合
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上記以外

地域貢献度

災害活動等 災害協定等の締結の有無

広域災害協定及び地区災害協定のいずれにも協力

広域災害協定又は地区災害協定のいずれかに協力

平成２２年7月２８日以降に競売入札妨害罪、談合罪または独占禁止法違反に関する指名停止措置を受けた者のうち、技術資料提出期限の翌日
時点で指名停止の終期の翌日から起算して６ケ月を経過していない場合

加算点の合計①  　　　　技術提案１０点＋技術力１２．５（１４．５）点＋施工体制３０点＝５２．５（５４．５）点

JV構成員補正点②　　　Σ｛各構成員補正点（５～０点)×各構成員の出資比率｝

JV評価点（①＋②）

　　（注２）単体または特定JV代表者が県外業者で石川県発注工事の受注実績がない場合は、北陸地方整備局発注工事（空港、港湾を除く）　または北陸農政局
　　　　　の当該業種の過去３年間の平均点【当該年８月までは北陸地方整備局の前年データが公表されないため過去２年間とする】

技術提案
施工上の課題にかかわる技術提
案

発注者が指定した施工上の課題に
対する対応等を評価
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
施工上の課題は１～２項目程度と
し、項目別最大点の合計を10点と
する。

現場状況等を踏まえた課題への対応が的確であり、重要な項目が記載され独自の工夫がみられるものを優
位に評価

優位と中位の中間であるものをやや優位に

現場状況等を踏まえた課題への対応が的確であり、一般的な項目の記載並びに工夫があるものを中位に評
価

低位と中位の中間であるものをやや低位に

課題を理解した対応だが、工夫がみられないものを低位に評価

 

様式1-1 別紙(2)様式7-2


